
二宮町の吾妻山公園で、菜の花が見ごろを迎えている。頂上（標高約136㍍）から西側の斜面にかけて約４万５千
株の黄色いじゅうたんが広がり、晴れていれば丹沢山塊や富士山、相模湾などを見渡せる。見ごろは２月末ごろまで。

2014 2/11
No.1964

毎月第2・第4火曜日発行



2014 2/11  No.1964

contents

視点・点描
書き初めに躍進の予感	

3

国　際
遠のく「アサド退陣論」	

4

会議の裏でイスラム過激派対策

経　済
地銀7割が中小企業貸し出し増	

6

ペースは鈍く、地区別で温度差

企業最前線
ロボットの中国生産加速	

8

現地の人件費高騰で市場拡大

くらし2014
医療費がかさんだら確定申告	

10

広告珍談
新聞広告が始まった③	

12

外国人が日本語の広告

NNAアジア経済リポート
　	

13

会員のページ
事務局からのお知らせ	

14

会員のページ
新入会員です	

15

会員の動き

事 局 よ務 だ り
◇2月はミャンマーツアー実
施により休会
◇横浜定例講演会
2014年3月4日（火）
富士ゼロックス神奈川株式会
社と共催
ホテル、ニューグランド｢レ
インボーボールルーム｣
▽基調講演　15時～16時。
講師は日本銀行横浜支店長の
竹澤　秀樹氏、演題は「最近
の金融経済情勢について」
▽特別講演　16時10分～17
時40分。講師は東海大学副
学長、神奈川県体育協会会長
の山下　泰裕氏、演題は「人
を育てる、人に育てられるー
柔道を通して学んだこれから
の生き方ー」
▽懇親会「神奈川情報交流会」
17時50分 ～19時30分、｢ペ
リー来航の間｣



　

横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
躍

進
の
予
感
を
抱
い
て
い
る
。

　

プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
が
始
ま
り
、

横
浜
も
沖
縄
・
宜
野
湾
で
、
球
団
初
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
進
出
を
目

指
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
る
。

　

課
題
の
投
手
陣
は
大
き
く
改
善
。
米

大
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
し
た
高
橋
（
登
録

名
・
尚
成
）、
阪
神
か
ら
国
内
Ｆ
Ａ
移

籍
し
た
久
保
に
、
元
メ
ジ
ャ
ー
の
モ
ス

コ
ー
ソ
を
補
強
し
た
ほ
か
、
新
人
の
柿

田
（
日
本
生
命
）
三
上
（
Ｊ
Ｘ
―
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
）
ら
も
即
戦
力
と
言
わ
れ
る
。

昨
年
の
先
発
陣
を
支
え
た
三
浦
、
藤
井

の
両
ベ
テ
ラ
ン
も
健
在
で
、
２
年
目
の

三
嶋
、
井
納
も
い
る
充
実
ぶ
り
だ
。

　

だ
が
、
私
の
予
感
の
源
は
戦
力
面
よ

り
も
球
団
の
一
体
感
に
あ
る
。

　

球
団
仕
事
始
め
の
１
月
６
日
は
、ち
ょ

う
ど
中
畑
監
督
の
６０
歳
の
誕
生
日
だ
っ

た
。ノ
リ
の
い
い
球
団
は
、似
顔
絵
と「
キ

ヨ
シ
還
暦
！
」
の
文
字
が
入
っ
た
真
っ

赤
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
用
意
し
た
。

　

池
田
社
長
、
高
田
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
は
じ
め
、
約
１
３
０
人
の
職

員
に
報
道
陣
ま
で
も
が
着
用
し
て
サ
プ

ラ
イ
ズ
を
演
出
。
赤
く
染
ま
っ
た
会
場

に
入
っ
た
燃
え
る
男
は
「
キ
ヨ
シ
、
感

激
」
と
言
っ
て
喜
ん
だ
。

　

そ
し
て
恒
例
の
書
き
初
め
で
「
心
」

と
大
書
。
指
揮
官
は
「
み
ん
な
の
気
持

ち
が
一
つ
に
な
れ
ば
す
ご
い
力
に
な

る
。
チ
ー
ム
で
心
を
一
つ
に
す
る
こ
と

が
大
切
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た
。

　

昨
年
は
「
勝
」
だ
っ
た
。
そ
の
字
を

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
が
、

あ
ま
り
バ
ラ
ン
ス
良
く
映
ら
な
か
っ

た
。
へ
ん
の
「
月
」
が
、「
券
」
に
似

た
つ
く
り
に
比
べ
て
小
さ
く
、
勝
利
の

味
方
の
「
ツ
キ
」
よ
り
も
、入
場
「
券
」

販
売
を
重
視
し
て
い
る
印
象
が
あ
っ
た
。

　

ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
確
か
に
観

客
動
員
数
は
前
年
比
２２
％
増
、
チ
ケ
ッ

ト
売
り
上
げ
も
２９
％
増
と
好
調
な
営
業

成
績
だ
っ
た
。
勝
負
の
方
で
も
、
５
位

と
は
い
え
６
年
連
続
最
下
位
に
は
な
ら

な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
書
き
初
め
の
文

字
の
バ
ラ
ン
ス
で
よ
か
っ
た
わ
け
だ
。

　

外
国
人
、
新
戦
力
を
除
き
、
昨
年
契

約
更
改
し
た
５５
人
の
総
年
俸
は
１２
億
７

千
万
円
。
ヤ
ン
キ
ー
ス
と
超
大
型
契
約

を
結
ん
だ
田
中
１
人
の
半
年
分
に
し
か

な
ら
な
い
が
、
心
を
一
つ
に
す
れ
ば
、

書
き
初
め
に
込
め
た
思
い
が
実
る
秋
が

来
る
と
信
じ
て
い
る
。

（
神
奈
川
新
聞
社
運
動
部
長
　

岡
部
　
伸
康
）

書
き
初
め
に
躍
進
の
予
感

視
描点
点

「心」の書き初めを手にポーズを取る中畑監
督（右）と池田社長（中央）。奥は高田ゼネ
ラルマネジャー

− 　 −3



　

１
８
６
５
（
慶
応
元
）
年
５
月
、
新

聞
紙
上
に
か
が
や
く
、
日
本
最
初
の
日

本
語
に
よ
る
新
聞
《
海
外
新
聞
》
が
発

刊
さ
れ
た
。

　

発
行
し
た
の
は
岸
田
吟
香
（
１
９
６

２
号
参
照
）
と
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
。
ヒ

コ
は
１
８
３
７
年
、
播
磨
に
生
ま
れ
た

浜
田
彦
蔵
。
50
（
嘉
永
3
）
年
、
遠
州

灘
で
遭
難
。ア
メ
リ
カ
船
に
救
助
さ
れ
、

そ
の
ま
ま
渡
米
。
勉
学
し
て
帰
化
。
59

（
安
政
６
）
年
、
開
港
と
同
時
に
帰
国
。

横
浜
に
設
立
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
領
事
館

に
通
訳
と
し
て
着
任
。
日
米
交
渉
に
活

躍
し
た
。
72
年
、
大
蔵
省
に
入
り
、
渋

沢
栄
一
の
も
と
で
国
立
銀
行
条
例
を
編へ
ん

纂さ
ん

。
の
ち
横
浜
で
貿
易
商
を
営
ん
だ
。

　
《
海
外
新
聞
》
は
、
ヒ
コ
が
執
筆
し

た
連
載
「
ア
メ
リ
カ
史
略
」
を
掲
載
す

る
な
ど
、
外
国
の
情
報
を
知
り
た
い
先

進
的
な
日
本
人
を
読
者
に
し
た
。
ヒ
コ

は
7
年
に
お
よ
ぶ
ア
メ
リ
カ
で
の
市
民

生
活
で
、
広

告
の
必
要
性

を
認
識
し
て

い
た
に
ち
が

い
な
い
。
創

刊
号
に
広
告

も
掲
載
す
る

と
予
告
し
た
。

発
刊
の
翌
66

（
慶
応
2
）
年

4
月
17
日
、

広
告
が
掲
載

さ
れ
た
。
日

本
語
の
新
聞

に
、
日
本
語
の
広
告
が
載
っ
た
、
記
念

す
べ
き
日
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
広
告

主
は
日
本
人
で
は
な
く
、
居
留
地
に
住

む
外
国
人
。
図
を
ど
う
ぞ
。
広
告
の
用

語
は
な
く
「
引
札
」
と
い
っ
た
。
本
紙

に
「
横
浜
在
留
の
異
人
よ
り
出
す
引
札

等
を
訳
し
て
」
掲
載
す
る
と
記
事
が
あ

る
。
外
国
人
か
ら
の
広
告
原
稿
を
ヒ
コ

が
訳
し
、
吟
香
が
聞
き
書
き
し
た
の
だ

ろ
う
。
右
か
ら
内
容
を
見
よ
う
。

　
「
薬
種
類

を
求
む
と
要

す
る
諸
君
子

ハ
、
運
上
所

の
脇
な
る
第

二
十
五
番
を

問
給
へ
。
若

し
持
合
な
き

品
誂
を
得
ハ

早
速
本
国
よ

り
取
り
よ
せ

可
呈
候　

ア

レ
ン
謹
呈
」

　

諸
君
子
は

お
客
、
運
上
所
は
税
関
。
そ
の
下
は
医

師
バ
ー
ダ
ル
の
広
告
、
左
は
ア
メ
リ
カ

の
商
社

　
「
日
本
の
品
も
買
入
れ
又
舶
来
の
品

も
売
る
」、
帆
船
・
蒸
気
船
・
蒸
気
機

械
な
ど
「
軍
用
の
諸
器
と
日
用
の
器

物
を
誂
た
き
諸
君
子
」
は
ご
来
店
あ

れ
と
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
兄
弟
が
設
立
し
た

貿
易
商
社
。

　

左
は
１
ヵ
月
後
、
ケ
イ
に
か
こ
ま
れ

て
広
告
ら
し
く
な
っ
た
。
そ
の
右
は
歯

医
者
の
広
告
で
お
も
し
ろ
い
。

　
「
入
歯
を
成
さ
ん
と
欲
す
る
御
方
は
」

「
所
持
の
細
工
歯
御
覧
」
の
う
え
ご
用

命
く
だ
さ
い
。「
尋
常
の
骨
或
ハ
象
牙

蝋
石
に
て
造
り
し
に
非
ず
。
せ
と
も
の

に
類
せ
し
金
に
て
造
り
し
故
」、
長
持

ち
す
る
し
、「
つ
や
な
ど
天
然
の
歯
に

異
な
ら
ず
」
と
、入
歯
の
広
告
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
左
は
「
蒸
気
船
帆
前
船
海
陸

之
大
小
砲
玉
薬
類
」
取
り
そ
ろ
え
て
と

ア
ピ
ー
ル
。
混
乱
す
る
幕
末
の
日
本
で

荒
稼
ぎ
し
よ
う
と
す
る
魂
胆
が
丸
見

え
。
横
浜
は
不
良
外
国
人
の
吹
き
溜
ま

り
で
も
あ
っ
た
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）
初
の
日
本
語
の
広
告
・
左
は
ケ

イ
で
か
こ
ん
だ
広
告
・
い
ず
れ
も
慶
応

２
年
、
海
外
新
聞
に
掲
載

外
国
人
が
日
本
語
の
広
告 宮

野
　
力
哉

新
聞
広
告
が
始
ま
っ
た
③

広
告

談
珍

− 　 −１２


